
未来シミュレーターと未来カルテによる
地方自治体の持続可能性評価について

千葉大学大学院教授 倉阪秀史

人口減少・高齢化のインパクト

（出典）平成28年版「情報通信白書」2015年までは総務省「国勢調査」（年齢不詳人口を除く）、2020年以降は国立社会保障・
人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」（出生中位・死亡中位推計）



ここ（2014）まで実測値

（出典）総務省「日本の統計2016」より筆者作成。大正９年～平成17年，22年は国勢調査（昭和20年は人口調査）による人口（総人口に年齢不詳を含む）。
平成18～21，23～26年は国勢調査人口を基礎とした10月１日の推計人口。昭和20～45年は沖縄県を除く（昭和25年以降は総人口の総数，男女及び年齢
３区分別人口には沖縄県を含む。ただし，昭和25年の年齢３区分別人口は沖縄県を除く）。将来人口は，平成22年国勢調査人口等基本集計結果及び同年
人口動態統計の確定数が公表されたことを踏まえた，国立社会保障・人口問題研究所による各年10月１日の中位推計値。及び、日本の将来推計人口（平
成29年推計）の出生中位（死亡中位）推計（2020年から2065年までの線）。

合計特殊出生率が
2065年に1.44まで
回復するケース

人工物の維持更新ができなくなる

今後、インフラ整備
のうちの更新維持費
は急増し、2030年ころ
には現在のほぼ倍の
15兆円に達する見込み。
その後、20年以上にわ
たって、この水準の維持
更新費が必要となる。

倉阪秀史（編著)、大石亜希子、
岡部明子、広井良典、宮脇勝
（著）『人口減少・環境制約下
で持続するコミュニティづくり―
南房総をイメージエリアとし
て』千葉日報社



2030年推計では、人口が少なく
維持更新費の高い県では20万円
／人口・年を超えるところが出て
くる。
2050年推計では、その開きがほぼ
倍となり、最も高い県では40万円
／人口・年に迫る額になる。

人口が少ない地域の自治体での
維持管理・更新需要の負担感が
大きくなる。

図 人口および１人あたり国土基
盤ストック額（緑）・維持更新費
（赤）の都道府県別将来見通し

自然の手入れができなくなる

（出典）平成27年度版森林･林業白書



（出典）農林業センサス

（出典）2020、2030は国立社会
保障･人口問題研究所「日本の
将来推計人口―平成23（2011）
～72(2060)年」、上図は、厚生
労働省「グラフで見る日本の世
帯平成26年」



資本ストック（資本基盤）の持続可
能性の確保という課題

• 以上の課題は、社会を支える人的資本（ひとストッ
ク）、人工資本（ものストック）、自然資本（しぜんス
トック）、社会関係資本（しくみストック）という四つの
資本ストック（資本基盤）の持続可能性が脅かされ
ているという課題として総括できる。

• 資本基盤の持続可能性を確保するためには、資本
基盤の量に応じた「手入れ」を行うことが求められ
る。とくに、人口が減少していく中で、各資本基盤
の「手入れ」を確保することが喫緊の課題となる。

今後の経済部門

成長部門 持続部門

域外に顧客を持ち、外
部から域内に収入をも
たらす産業部門

資本基盤の手入れを行
う産業部門

global local資源集約的 労働集約的

主に国が担当 主に地方自治体が担当
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幸せな生活を支えるストックの健全さを持続させる

人的資本 自然資本

人工資本 社会関係資本

保育

教育

医療

介護

農地管理

再エネ生産

建築

修理

公務

地域NPO

再生利用

林地管理

漁場管理

ストックの維持管理 を
行う産業部門

持続部門
シェア
サービス

「多世代参加型ストックマネジメント手法の普及を通
じた地方自治体での持続可能性の確保」
OPEN PROJECT ON STOCK SUSTAINABILITY MANAGEMENT (OPOSSUM)

「フロー」概念：
経済活動の成果を
ある期間内に生み
出された量で測る
もの

成長 持続

「ストック」概念：経済活
動の成果を社会生活を支え
るさまざまなサービス（有
用性）を生み出す資本ス
トックの量で測るもの

研究代表者：倉阪 秀史（千葉大学大学院人文社会科学研究科 教授）



未来シミュレーター

いまのままの傾向がつづいた場合に、2040年に発生するかも
しれない課題に気づくためのシミュレーター

＜

人口予測のベースは国立社会保障･人口問題研究所の人口
予測(中位推計）を用いる。
産業構造シミュレーター、人的資本シミュレーター、住宅シミュ
レーター、森林シミュレーター、財政シミュレーターなど

各種ストックの
メンテナンスに
使える労働力

各種ストックの
メンテナンスの
ために必要と
なる労働力

未来カルテの例（士幌町）

この未来カルテは暫定版です。
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未来カルテの今後の予定

• 2015年の国勢調査に基づく従業地別の産業構造データが
今年6月に公開される予定。その他のデータも最新のもの
に更新し、今年中に全自治体について未来カルテを提供で
きるように作業します。

• そのデータを活用する一環として、地域の若者に2040年の
未来市長になって政策提言してもらう「未来ワークショップ」
の提供を、NPO法人事業として実施します。

• 上記について、詳細な情報提供を希望する自治体はアン
ケートにご回答ください。

研究プロジェクトOPoSSuM
http://opossum.jpn.org/


